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書 評
羹誓芦誓喜『ミクロ経済学一図解による分析一』
玉 木
?
乗
1 評者（玉木）は関西大学における昭和44年度・下級ゼミナールの教科書としてこ
の訳本を使用した。 原著は， 1956年に Duke大学で数学修士号を獲得し現在は Sou-
t hern California大学の経済学助教授である， R.A. Bilasの MicroeconomicTheory: 
A Graphical Analysis, 1967, p.p. v+308であり，その全訳書が1969年4月に出版され
たものである。例に洩れず関西大学にも襲来した学園紛争のために，ゼミナールでは本書
の全部を読了することはできなかったのであるが，その間に見出した若干の問題点の指摘
とゼミナール学生が今一度復習しあるいは読み残した部分を独習する際の澪標としての若
干の覚え書をまとめておきたい。この点を最初に断っておく。
II 書名の示すとおり，本書は価格理論の解説書であるが，その構成内容は，章題の
みを列挙しておくと，次の通りである。
第 1章序説
第2章供給・需要分析に関する若干の原則
第 3章消費者需要の理論一~限界効用分析
第4章 消費者需要分析ー一無差別曲線分析
第5章需要理論で追加すべき論題
第6章生産の理論
第7章生産費
第8章競争
第9章純粋独占
第10章他の市場構造
第11章生産要素の価格決定
第12章一般均衡分析
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著者自身の序文によれば， 「ことばだけで説明していくアプローチ；図式的アプローチ
；純粋に数学的アプローチ」という三つの解説方法の中で「分析の核心を前面に押し出す
ために，図式的なアプローチを用い，ことばによるアプローチはその図を説明するのに」
使用し， 「数学は主として脚註を説明するため」に使用するというのが原著者の意図であ
ったから，本書の特色はその構成内容よりはむしろその解説の方法にあるといえよう。問
題点の指摘。解説に先立って各章の大体の内容を要約しておこう。
第1章は主として価格理論を念頭においた経済学の定義と，それに関連して，市場の機
能を解説することに当てられているが，そこでの定義にしたがえば，まず「代替的な目的
の間での稀少な資源の配分」が経済問題と定義され，この経済問題が「特別に設定された
仮定の下」で絡み合って成立する「市場経済とその機能を研究する」のが経済学であると
考えられている。第2章では需要曲線・供給曲線・弾力性等の基礎概念の説明のあとで，
均衡の安定性の問題がワルラス的安定とマーシャル的安定の比較およびクモの巣モデルを
用いて解説されている。
第3章と第4章は，それぞれ，限界効用分析と無差別曲線分析を用いてする需要曲線の
溝出が主要な論題となっているが，第4章では (i)通常の需要曲線， (ii)ヒックス的需要
曲線， (ii)スルツキー的需要曲線の三つの需要曲線の比較が詳細に議論されている。この
三つの需要曲線の差異は， 当該財の価格変動の影響を分析するのに仮定する， 所裔二他
を，それぞれ， (i)貨幣所得一定と解釈するか，実質所得一定と解してその実質所得-定
を， (i)ヒックス的に一同一無差別曲線上にあることと一ー解釈するか， (ii)スルツキ
ー的に一一価格変動前の支出金額と同額と一ー解釈するかの差異に対応している。第5章
で，上述の需要理論に，迫加せられている論題は(i)顕示選好の理論， (i)指数に関する覚
え書， (iii)消費者余剰， (iv)補完性と代替性， (v)現代の効用理論 であるが， (v)は不
確実性を含む場合の簡単な選択の理論がその内容である。
第6章では物理的生産関係の議論が長期と短期に区別して展開される。ここで長期とは
すべての生産要素と生産量を可変と考える場合であるのに対して，短期とはある生産要素
が不変｀一ー他の要素と生産量は可変ーーである場合と定義される。そうして，長期の物理
的生産関係としては等生産物曲線の稜線（または，分水線） ridge lineの問題と拡張経
路一一生産要素の限界生産力の比率（技術的限界代替率）が価格の比率に等しい点の軌跡
-―の問題が議論され，短期の物理的関係としては総生産物曲線の“生産に関連ある段階”
を限定する，いわゆる，“段階の議論”がなされる。さらに，一次同次の生産関数を想定し
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て，等生産物曲線の分析と段階の鏃論との関連が問題とされるが，この第6章はこのクラ
スの他の類書と比較して一ー記述が詳細であるという意味において＿本書の一つのメリ
ットであろう。これらの物理的生産関係を費用曲線に置き換えての談論が第7章の問題と
なる。ここでは限界費用曲線と平均費用曲線との関係•長期費用曲線と短期費用曲線との
関係の鏃論が主たる問題となるが，その他に，利潤最大化に関する覚え書＿長期的には
総費用手総収入の条件下で，短期的には総可変費用茎総収入の条件下で，企業は利潤極大
を企図するということ＿•生産関数が一次同次である場合の痰用曲線・複数フ゜ラントを
持つ企業の供給条件等が簡説されている。
以上で価格の決定を説明する需要と供給の解説を終り，これらを綜合する市場のメカニ
ズムが第 8• 9• 10章で解説される。ここで市場は次表のように分類されているが， A,
C, B• D• Eの市場が，それぞれ，第8, 9, 10章で詳説されている。まづ，第8章で
は，企業数が変動し得る場合を長期・変動し得ない場合を短期と区別して，長期と短期に
市場の状態
企業数
同質的生産物 差別のある生産物
多数 A 純粋競争
少数 B 純粋寡占
1 C純粋独占
D 独占的競争
E 差別寡占
おける代表的企業の供給曲線と産業全体の供給曲線の導出と価格の決定が説明せられ，次
に結合生産物についての党え書とその補論としての線型計画が簡説される。第9章では供
給独占の場合が詳説されるが，限界収入＝限界費用をめぐる若干の問題ー一独占企業は最
適規模のプラントを使用して最適比率の産出量を生産しているかどうか等々ー一のあと
で，いわゆる差別価格の問題と複数プラントを持つ独占企業の問題が検討される。ここで
の複数プラントの問題は，第7章のそれが所与の産出祉を複数のプラントに配分する問題
であるのに対して，複数プラントを持ち利潤極大を目的とする独占企業の産出量決定とそ
の各プラントヘの配分を議論することである。第10章では寡占と独占的競争の価格決定が
議論される。寡占は「互にすぐれた代替財を数える程の売り手が供給する」市場構造と性
格づけられるが，したがって，寡占モデルでは「価格決定と産出量の決定に対する競争相
手の反応が重要であり，寡占からは一般理論は出てこない」と断ったあとで，古典的なク
ールノー，ベルトラン，フォン・シュタッケルベルクの寡占モデルを紹介する。また，代
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表的寡占モデルとして屈折需要曲線のモデルが挙げられている。独占的競争は企業の市場
への参入が自由であって，差別ある生産物が供給される市場構造と性格づけられるから，•
特に販売費の問題が詳説されている。
第11章では生産要素の価格決定が生産要素市場が純粋競争である場合・供給独占である
場合・需要独占である場合・双方独占である場合の順で詳説されている。
最後の第12章では一般均衡分析が二財の場合・三財の場合•財とサービスが m+n 個の
場合の順で解説され，この“一般均衡理論の研究と非常に似ている”経済的相互依存の研
．究として投入・産出分析が簡説されている。
III 以上が本書で解説される“価格理論”の大雑把な要約であるが，本書が“学部の
教養課程，専問課程，さらに大学院の一年次の学生に理解できる水準”の解説を意図し，
“図解による分析”という副題を持つことを考えれば，いくつかの解説に関して若干の問
題点が存在する。以下にその問題点の指摘と解説を記しておこう。
効用分析による代替効果について（原著 p.p. 47~50, 訳書 p.p. 54~60) Bilasは
第 3 章で限界効用分析による消費者需要理論の解説に際して， A•B 二財の独立効用関数
による分析の後で，二財が連関財（代替財）である場合の代替効果を限界効用曲線のシフ
トという方法で図解している。その骨子は次のように要約し得る。いま，二財A•B の限
界効用を山 (A,B), ら (A,B)で表すと，代替財の定義からauB<o,§Q4 aA aB <oであ
る。均衡の状態
UA1 = UB1 
PA1 PB1 
・・・・(1)
から出発して (PA ・んはA•B の価格）， PA1 が P心に上昇した場合を考えると， (1)
式の左辺は減少し， このアンバランスを解消するためにB財の需要量は減少して B'にな
ったとしよう。その時 U心と UBlは，それぞれ， UA11とUB'に増加するが， UA1 ＜ PA2 
UA11 [J. ぷ＜ PA2 .PBl であったと仮定する。 ＜ 
UA11 UB' 
PA2 PBl 
は満足最大の状態ではないから消
費者は (i)B財の需要を恥に増加させるが， その結果 UB'とUA11は共に減少して，
UA1" UB2 それぞれ， UB2とUA1"になる。ここでまだ く であると仮定すれば，消費者
PA2 PBl 
は (ii)A財の需要を A2に減少せしめ， UA1"とUB2は， それぞれ， U心と UB21
UA2 UB21 に増加して―-= が成立する。このようにして「消費者は A1から A2へ，そし
PA2 PBl 
てB1 から B2~動き，代替効果は消費者に価格の上昇した A財をより少く消費するよう
にしむける」という説明が完了している。けれども，以上の説明にしたがえば，代替効果
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が価格の上昇した財の需要量を減少させる（代替効果がマイナスである）ことは仮定の問
題である。そのような限界効用曲線のシフトの場合を想定しているからであって，異った
シフトの場合には代替効果がプラスになることも可能であるといわなければならない。
けれども，二財の場合の代替効果がマイナスであることは，節単な数式を使用すれば、
よりプロージブルな仮定から導出される。その結論だけを示すならば次の通りである。
いま， 効用関数を U=U(A,B)とすれば，旦!L=UBの時効用が最大になるための仮定
PA PB 
（十分条件）は
D写 I仇：仇：口;:~-u~P炉＋叫 P, P,-U,, 応 0 . …・121 
-PA -PB 0 
となることである。ところで 効用関数を全微分して dU=Oとおいた式かりっ呼B喜を計
算して， UA=UB *;を代入すると
d2B 
立＝一 1 凶P炉 (UAAP炉ー 2UAB以 PB+UBBPA2) 
となるから， (2)の仮定は]誓~>o, すなわち，無差別曲線が下に凸，あるいは，限界代
替率が逓減するという仮定を意味する。そうして代替効果は
（平） =,l D11=―,l P: 炉
8PA U-const. ・D D 
と表せるから 0は Lagrange乗数で正， DuはUAAの余因数）， 上のプロージプル
な仮定があれば(aA)富 U=const.<oが確定する。 （詳しくは，たとえば， ヘンダースン・
クォント『現代経済学』第2章・小宮隆太郎訳を参照せよ） Bilasの限界効用曲線のシフ
トの仮定は，独断的であって，プロージプルでない。
無差別曲線分析による三財以上の場合の類推について Bilasは消費者需要分析を終
るに際して， 「無差別曲線分析を用いれば，一度に二つの生産物しか，または一つの生産
物と複合物しか考察できない」（原著p.82,訳書p.92)と言っている。けれども， 分析
的にはその通りではあるが，二次元の図式から得られた結論から三財以上の場合を類推す
ることは可能である。二財の場合について得られる結論を PAが上昇した場合について表
示すると次頁の表の太線内のようになる。但し，需要量の増加を ＋ ，減少を 一 の
記号で示し，増減の方向の確定しない場合を ？ で示してあり，合成効果とは代替効果
と所得効果を合成したもののことである。また，.Bilasは verbalにはA財についてだけ
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説明しているが， B財の変動方向についてグラフから得られる当然の結論を表示したもの
がB財の太線内のものである。議論を二財に限定するならば，貨幣所得一定の制約によっ
て， A•B 財は相互に代替的でなければならず，したがって， B財の代替効果は必ず ＋ 
である。議論を三財以上の場合に拡大するならば，貨幣所得一定の制約があっても A•B
財は相互に補完的にもなり得るから， B の代替効果は A•B 財が代替財のときには 十
補完財の時には となる。所得効果については A•B財共通であるから，すべての
場合に，上級財であれば ー・下級財であれば ＋ となる。このようにして，次表の全
体が，二財の場合も含めて， PA上昇の場合の A財とB(すなわち， A財以外の任意の）
A 
代替効果 1 三〗効：三効 ~,I
代替財
?
補完財
上級財 ー 上級財 ？ 
＋ 
下級財 ＋ 下級財 ＋ 
上級財 ー 上級財 一
下級財 ＋ 下級財 ？ 
財の需要の変動方向を示していることは明らかである。
分水線について 等量線または等生産物曲線の生産に関連ある領域を限定する曲線を
分水線と呼ぶ。 Bilasは生産関数が一次同次である場合に特に言及して， この場合の分水
線は原点を通る直線となることを論証してい
る。この論証は正当ではあるが，さらに，ー K 
次同次の生産関数として最もよく知られてい
るCobb-Douglas関数の分水線は両座標軸に
一致することと， CobかDouglas型でない
一次同次の生産関数も存在することを確認し
ておくことは重要である。後者の場合につい
て，たとえば，生産関数を Y=L/―-K-L 
L と
すれば， Y=C (=const.) における等量線
?
?
は次図の Y=C曲線で表され， 原点•と点
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(C, 2 C)を結ぶ直線とK軸が分水線となる。
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短期における生産物曲線の生産領域 分水線は長期における等生産物曲線の生産領域
を限定するものであるが，短期における生産物曲線の生産領城は三つの段階によって限定
される。 Bilasは特に生産関数が一次同次の場合に言及して，二つの生産要素 (aと b)
に関して共に段階Iである領域内で生産が行われることを説明している （原著p.p.118~
121, 訳書 p.p.133~138)。けれどもそこで使用されている図6-9の理解（作図）は本文
の説明だけでは困難であると思われるから，作図のための数字例を挙げておこう。 （この
数字例はレバンソン・ソロン「現代の価格理論」一微視経済学入門—伊藤・榎本訳の
(i) (i) 
a ¥ b I a/b I TPa I MPa I APa I b I a I b/a I TPb I MPb ¥ APb 
゜1 ゜゜5 1 1 ％ 5 1 1 1 5 5 5 6 
5½ ½ ½ 5½ 
-1 
11 2 1 2 11 1 
7 
½ ％ 
-3 
3 1 3 18 6 1 6 18 
8 
6¾ ¼ ¼ 6½ -6 4 1 4 26 1 26 
6 
6% ％ ％ 6% 
2 
5 1 5 32 1 32 
5 
61/a ¼ ％ 6怜 7 6 』 1 6 37 1 37 
4 
5% ½ ½ 5% 
13 
41 7、 1 7 41 1 
2 
5% 怜 怜 5% 
27 
43 8 1 8 43 1 
1 
4% ½ 怜 4% 
35 ， 1 ， 44 1 44 
10 ゜4% ½o ½o 4% 44 44 1 10 44 -1 1 54 11 1 11 43 31%1 ½1 1 ½1 31%1 43 -2 
3¾2 ½2 ½2 3¾2 
65 
12 1 12 41 1 41 
-4 67 
13 1 I 13 37 21½3 ½3 1 ½s 21½3 37 -6 
2%4 ½4 ½4 2%4 
115 
14 1 14 31 1 31 
第 7• 2 表を転載したものである）この表の(i) の第 1• 2• 3列を与えられたものとす
ると， bを1で固定した場合の， +・MPa・APaは計算によって得られる。次に一次
同次の生産関数はA=b•f(+)-A は生産物数最一ーで表されるから， aを1で固
定した場合の， (i)と同じ aに対する， TPb• MPb • APbが (i)の数値から計算でき
b 
る。これが表の(i)である。この表(i)と(i)を図示すると次頁の図(a)と(b)になる（座標軸
と目盛りに注意せよ）。 これが訳書の図6-9である。 また， 段階I[ とは ·o~MP.か 0~ 
MPbの領域をいう。
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?
(a J . 
(b) 
? ?
?
(C J 
TPa=APb 
? ?
訳書の図6-11の (b)について 上図は数字例によって作図されたが， そこで描か
れている諸曲線の形と位置関係が原著 p.p.121~124(訳書 p.p.138~142)では数式を用
いて導出されている。これらの諸性質を用いると分水線による長期的生産領域の限定図か
ら上図と全く同様な図が作図できる。これが原著の図6-11であるが，この図6-ll(b)は上
図(c)のように修正されるべきである。 TPa=APb曲線は，通常は，段階1Iの左端でAPa=
TPb曲線とMPa曲線の交点を通らないからである。 ' 
第 9•10章について 第 9•10章で解説される純粋独占の理論と寡占および独占的競
80 
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争の理論は基本的には Robinson•Chambalinの限界収入＝限界費用の原理に基くもの
の範囲に留っている。この点に関して Bilasは，第9章の終りで， “マーク・アップによ
る価格決定に関する覚え書”を付して， 「企業家が可変費用プラス一定のマーク・アップ
で価格を決め，彼のマーク・アップ・チャージが“市場に対するカン”で達成される時，
それは実は，需要の価格弾力性係数の予測によるものであり，必ずしも経済理論が矛盾し
ないことが判る。」といっている。ここで経済理論とは利潤極大の行動原理を分析する限. . . . . ..
界原理のことを意味するが，この限界原理の枠内に入らない（と考えられている一ーたと
えば， 「近代経済学講座3・価格の理論」第6章独占・寡占・独占的競争 を見よ）寡
占価格論＿販売高極大仮設・参入障壁仮設 etc.-については全く触れていない。この
＇点についての癖明がなければ，特に，第 10章は「経済的な知性の訓練」のための章だけで
終ることになるだろう。
二つの市場の相互作用について（原著 p.p.281~288, 訳書 p.p.321~329) ここで
の Bilasは“二財の単純な競争的交換”の安定性を次図を用いて解説しているが，そこで
の説明は初級の読者にとって理解し難い。 AAおよびBBは財AとBが代替財である
場合の均衡価格の組合せを図示したものである。価格は A•B 二市場の影響をうけるもの
と考えなければならない（特に，一般均衡分析では）が， PAを決定するものは主として
A財市場であり， んを決定する
Po er ?
~ 
ものは主としてB財市場であると
仮定することはプロージプルであ
るから， AAの右（左）側では
所与の PBにおいて PAは下落
（上昇）し， BBの上（下）では
PA 所与の PAにおいてんは下落
（上昇）するであろう。 AAの右（左）側では A財は超過供給（需要）の状態にあり，
BBの上（下）では B財は超過供給（需要）の状態にあるからである。 したがって， 図
の a,b,c,dにおける価格の変動方向は図示されたベクトルの合力の方向であり， AA 
とBBの交点は安定な均衡点となる。原著 p.p.282~283 (訳書 p.323)は一ー他の部分
も同様に―このように理解すべきである。
一般均衡分析と投入・産出分析について 「投入。産出分析は一般均衡理論の研究と
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非常に似ている」と前置して， Bilasは最終章の最終節を投入・産出分析の解説に当てて．．． 
いる。けれども，投入・産出分析は，一般均衡分析に似ているのではなくて，一般均衡理. . . .. 
論を構成する一部門である。このことは価格理論の全構成を理解するためにも役立つであ
ろうから，その意味からも， ここに補説しておこう。
家計は企業に労動を供給して賃銀を獲得し，企業はその労働を使用して生産した財を家
計に供給する。家計は先に獲得した賃銀でそれを需要する。このような経済の循環は次図
のように表し得る。いま， Ns人だけの労働者が雇用され， 賃銀率 W と財の価格Pが
ある値で所与としよう。雇用量・価格・賃銀率が与えられると家計は財の需要量Dを決
定する（限界効用理論）。他方， 価格と賃銀率が与えられると技術係数a・労働係数 b
が決定される（限界生産力理論）。 aとDが決定されると生産量 Yが決定され， 生産量
限界生産力理論 が決定されると bはそれだけの
財の生産に必要な労働需要量 Nn
を決定する（投入・産出分析）。一
p ---、iゴ4知 l入 般にはこのNvとNsとは等しく
喜
はならないであろう。したがって
所得 -Ns NvとN,が均衡するように W が
I 
折
決定され， Wが変動するとPも変
動するから， 新しいPが決定さ
限界効用理論 れる。この新しい PとW とで先
と同じ循環が繰り返えされる。一般均衡理論の描く経済のメカニズムは以上のようである
から，投入・産出分析は， 「一般均衡理論の研究と非常に似ているqのではなくて，限界
効用理論・限界生産力理論とともに一般均衡理論を構成する一部分であるといわなければ
ならない。
IV 以上，内容に関する若干の問題点を個々に指摘・解説してきたのであるが，総
括的に言えばそれらの解説に若干の精粗のムラが存在する。 また， selectedreadingsと
して挙げられている書物・論文の中にも，たとえば第10章では，参入阻止価格論の最初の
提唱者 Sylos-Labiniの著書は挙げられずにそれに関説する F.Modiglianiの論文が挙
げられている，という類の欠点が存在する。けれども， 「図解による分析」は数式アレル
ギーの学生に残された唯一の道であるし，また第6章の叙述は他の類書に例を見ない包括
的な解説となっているから，手頃な価格理論の解説書の一つに数えてよいであろう。た
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だ，訳書に関していえば，誤植または不注意な誤訳と思われる個所も若干存在し，不正確
な原著そのままの図版を使用した個所も存在するので重刷の際には訂正されるよう希望す
る。 （好学社， 1969年4月刊， A5判，xi+352ページ，1,400円）一ー1970, 3, 5-
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